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若年層の中国朝鮮族の多言語使用と言語管理 
─内的場面における言語選択を中心に─
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要　旨

本研究では中国朝鮮族の多言語使用の実態を明らかにするために、延辺朝鮮族の若年層を対象に、
彼らの内的場面における朝鮮語、中国語、韓国語の実際の使用について分析した。分析の結果、内的
場面における朝鮮族の若年層の言語選択は主に「習慣化された言語選択」と「調整としての言語選択」
の二通りに分けて捉えることができた。前者に関しては機能的な言語選択が多く、朝鮮族の若年層が
持つ言語序列意識が言語選択の要因となることが判明した。機能的な言語選択においては、公用語の
中国語が選択される傾向が強いことが明らかになった。一方で、後者は、特定場面における明確な言
語管理を伴うものが多かった。特に、若年層は自己開示と自己呈示において朝鮮語の使用を逸脱とし
て留意する傾向が見られた。韓国語は若年層の内的場面において「共通語」としての一役を担い、若
年層の間で好まれて使用されることが判明した。

1．はじめに

周知のとおり中国には漢民族のほかに55の少数民族があり、そのうちの一少数民族として朝鮮族が
ある。朝鮮族は中国政府が少数民族優遇政策として実施する民族語による教育が受けられ、「二言語教
育（双语教育）」により朝鮮語と中国語を同時に学習することができる。彼らは日常的に同民族の朝鮮
族同士では母語の朝鮮語を中心に使用し、中国のマジョリティである漢民族とは公用語である中国語
（普通话）を使用するバイリンガル話者である。
朝鮮族はその 8割以上が東北 3省に住んでおり、延辺朝鮮族自治州（以下延辺地域）は朝鮮族が最

も多く集住するエリアである 1）。中国の朝鮮族が使う方言にはいくつもの変種があり、延辺の朝鮮族が
日ごろ使用する朝鮮語は、朝鮮本土の咸鏡北道方言を基盤としたもので、一般的に延辺方言または延
辺地域語（연변사투리 / 연변지역어）と呼ばれる。この朝鮮語の変種には多くの中国語からの借用語
が含まれ、韓国語とは文法、表記、語彙など諸方面において異なるところが多い（全2004）。近年は韓
国との頻繁な交流により、朝鮮族が実際に使う朝鮮語は語彙、文法など韓国語の影響を多く受けるよ
うになった。2016 年の『朝鮮語規範集』をみると、民族教育が始まった初期の北朝鮮の文化語を基盤
とした文法規範から、より韓国語の文法規範に近づける傾向がみられる（서금령 2018）。本研究では延
辺地域の朝鮮族が使う朝鮮語を韓国語と区別して捉え、それぞれ「朝鮮語」と「韓国語」と呼ぶ 2）。
本研究では中国朝鮮族の多言語使用の実態を明らかにするために、延辺朝鮮族の若年層を対象に、
彼らの内的場面 3）における朝鮮語、中国語、韓国語の言語選択と言語管理を取り上げる。
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2．朝鮮族の内的場面における言語使用に関する先行研究

朝鮮族の内的場面における言語使用を取りあげた研究は、中国国内に住む朝鮮族を対象にしたもの
と、海外に住む朝鮮族を対象にしたものがあるが、本研究では主に前者の先行研究を概観する。後者
に関しては、本研究の分析方法の言語管理理論を用いて分析した高・村岡（2009）のみ取り上げるこ
とにとどめる。

2. 1．朝鮮語に対する意識・態度の変容
2000 年以降に行われた朝鮮族の言語使用を扱った研究をみると、およそ十年の間を置いて研究者の
指摘に大きな変化がみられる。2000 年代初期の박경래（2002a、2002b）は、朝鮮族は母語に対し肯定
的な態度を持っていることを実証している。一方で、국립국어원（2012）、한성우（2014）では中国の
朝鮮族は居住エリアを問わず、若い世代ほど朝鮮語の地位が中国語に取って代わられる言語転換の現
象が起きていることを指摘している。양홍（2013、2014）でも延辺地域語話者の若い世代は友人等同
年代同士や、配偶者に対し、韓国語の呼称表現を好んで使うと述べる。また、新井・他（2019）では
中国朝鮮族の言語使用・意識には地域差と性別による違いが見られるとしている。

2. 2．朝鮮語の言語接触と言語変容
張・李（2017）は近年中国社会との融合が進むにつれ、朝鮮語の中に中国語の混用が増え、朝鮮語
の一部になった中国からの借用と混用を区別して捉える必要性と、朝鮮語は文法、語彙、音調等多様
な面において「韓国語化」が進んでいることも指摘している。오성애（2016）は SNSにおける朝鮮族
の言語使用を独自の観点 4）から分析し、朝鮮語、中国語、韓国語が混ぜて使われる現象と、それぞれ
の言語が選択される際の書き手の意図を中心に言語選択の機能を分析している。

2. 3．朝鮮族の対韓国人場面に関する言語使用
全（2004）は延辺方言話者の対韓国人談話場面における、延辺方言と韓国語のスタイルの切り替え
を取り上げ、文末形式や特定の語彙が韓国語に切り替わる特徴があるとしている。また、全（2007）
は延辺方言話者の対韓国人接客場面を調査し、延辺の朝鮮族は周りの視線を気にし、韓国語の使用を
控えるとともに、韓国語の使用を否定的に捉える傾向があるとしている。
本研究では会話当事者の視点に立ち、多言語話者としての言語選択と言語管理を分析することを試
みる。そこで参考になる先行研究として日本在住朝鮮族の多言語使用と言語管理を分析した高・村岡
（2009）が挙げられる。

2. 4．朝鮮族多言語使用と言語管理
高・村岡（2009）は日本在住朝鮮族の多言語使用に対し、彼らが参加するネットワーク別に多言語
使用における言語管理の実態を分析している。高・村岡は朝鮮族同士のネットワークにおいて起きる
コード・スイッチングは無意識のうちに機能的な使用をしているものであり、その他の 3つのネット
ワーク、即ち日本に在住する中国漢民族とのネットワーク、韓国人とのネットワーク、日本人とのネッ
トワークにおけるコード・スイッチングは逸脱に対する留意を伴い、コード・スイッチングは言語問題
の調整として言語管理の産物であると指摘している。一方で、無意識的に行われるために管理がない
とされる多言語使用者の内的場面でも、コミュニケーションの状況によっては、その場のコミュニケー
ション問題を調整する管理としてコード・スイッチングを使用することがある（高・村岡2009：56）と
述べられ、内的場面も言語管理としての言語選択が存在する可能性を示唆している。そこで、本研究
では内的場面における言語選択を機能的な面で捉えるとともに、言語管理が見られるかにも注目する。
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2. 5．本研究のアプローチ
2. 5. 1．本研究における「言語選択」の捉え方
バイリンガル話者や多言語話者の言語使用に関しては、言語コード間の切り替えが頻繁に行われる
とされ、そのタイプもさまざまなものが挙げられ、研究者の間の捉え方にも若干のずれがみられる。
Gumperz（1982）によるコード・スイッチング（code switching）の定義 5）が最も一般的に使われる用
語と言えるが、それ以外にも言語選択（language choice）、コード混交または混用（code-mixing）、借用
（borrowing）などの用語も使われている。コード混用とコード・スイッチングに関しては、混用は文
中で起こり、単語で起こるのに対し、コード・スイッチングは句、文の境界で起こり、実際にこの二
つを区別するのは容易ではないという見方がある（Hoffmann1991：110）。また、言語選択とコード・
スイッチングに関しては、「言語選択」と「コード・スイッチング」は、本来なら異なったコンテクス
トで使用される用語であるが、両方とも「ことばを選び取って切り替える」行動と見なせることから、
両者を含む形を「コード・スイッチング」と捉える視点もある（大原 2004、高・村岡 2009）。
本研究ではインタビュー調査をもとに、インフォーマントから報告された「言語選択」の事例を分
析する。したがって、実際の会話の中で起きている「言語間の切り替え」の具体的な言語形式を指す
「コード・スイッチング」とは区別するためにこれを含めたより広い意味で「言語選択」という用語を
用いることにした。本研究で分析する言語選択の項目は次の 3つ、①会話の開始に当たる「言語選
択」6）、②会話途中にほかの言語への文間切り替え、③発話内における語彙レベル・句レベルの文中
切り替えが含まれる。うちの②と③はコード・スイッチングと重なる部分が大きい。

2. 5. 2．規範と言語管理
「規範」の概念について Neustupný （1985）は、あるコミュニケーション場面において参加者によっ
て「適切」と見なされる言語使用の規則を指すとしている。バイリンガルまたは多言語話者のコミュ
ニケーションにおいて、このような規範は彼らの言語選択や言語表現の生成に際しても規則として適
用される。そして、会話参加者は常に規範に基づいて行動するわけではなく、コミュニケーションは
常にさまざまな言語問題がまつわるものでもある。言語管理理論（Neustupný 1994）は、このような
言語問題をある場面のプロセスに位置づけて分析する枠組である。言語管理理論によると、最も単純
なコミュニケーションのプロセスには、その場面の規範からの逸脱、逸脱の留意、留意された逸脱の
評価（肯定的あるいは否定的）、調整の計画、そして調整の実施、という5段階のプロセスがあり、各
段階ごとにさまざまな言語問題を捉えることができる 7）。
中国社会で自分たちのコミュニティを作って、それを中心に生活してきた朝鮮族は内的場面におい
ては朝鮮語が使われてきた。しかし、近年国内外への移動およびインターネット等による言語接触に
より、朝鮮族をめぐる言語環境は著しく変化した。とくに、若年層の内的場面における言語使用はこ
れまで指摘されてきた延辺方言話者の言語使用に見られる特徴とも異なる一面を持つ可能性がある。
そういった言語使用の特徴を言語管理理論をもとに分析することで、若年層の会話当事者の適切と見
なす「言語選択」や、不適切さ（逸脱の留意）を認知し、調整として行われる「言語選択」を、管理
プロセスの中で捉えなおすことができる。本研究では言語選択の機能として高・村岡（2009）で挙げ
ている 4つ、①社会機能、②命題的機能、③語用論的機能、④自己表示機能を参考にしつつ、若年層
の言語選択を伴う言語管理のプロセスに注目することで、若年層の言語選択の機能を分類することに
する。
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2. 6．調査の概要
調査方法と手順
本調査のインフォーマントはこれまで外国滞在経験を持たない者に限定し、国内の若年層の多言語
使用の特徴を中心に分析を進める。調査は延吉市で2018年 7月から8月にかけて、延辺地域出身の大
学生（当時）4名（男性 3人、女性 1人）に対し、半構造インタビューの形式で行われた。使用した
言語は調査者とインフォーマントの両方が使い慣れている朝鮮語にした。調査はゆったりとした雰囲
気で録音が取りやすい喫茶店で一人 2時間程度をかけて行われた。言語使用について内省し、それを
報告してもらうインタビューであったため、実際の自然発話の時の使用すべてを語ってもらうことは
困難だが、インフォーマントが普段持つ言語意識を基に、具体的なエピソードとともに言語選択の実
例を収集することは可能である。インタビューでは、実際の生活の中で起こりうるさまざまな会話場
面を設定し、言語的要因、心理的要因、社会的要因などの要因が言語選択にどのような影響を及ぼし、
どのような逸脱への留意がみられ、どのような調整を伴った言語管理が行われるかについて詳しく聞
き出した 8）。
データ抽出と文字化
録音したインタビューデータは全て朝鮮語ベースで文字化を行い、分析に用いた。朝鮮語表記は、
全（2004）を参考に 9）、インフォーマントの中国語使用や方言まじりの言葉遣いをそのまま文字化に
反映した。本研究に掲載する事例は文字化データをそのまま掲載し、一部分かりにくい方言や中国語
の借用語に関しては、適宜韓国語の該当表現を（　）に入れて付け加えた。分析項目の事例を抽出す
るにあたっては、インフォーマントからエピソードとして報告された言語選択の事例を中心に扱った。
なお、紙幅の関係で日本語の訳文は付けず、本文の中の事例分析を通して説明する。
調査協力者のプロフィールと言語背景 10）

4 人のインフォーマントは全員小学校から高校まで朝鮮族の学校教育を受け、大学に入るまでは朝
鮮族のコミュニティを中心とした日常生活を送っていた。高校までの学校教育では「漢語（中国語）」
科目を除き、朝鮮語による授業を受けていた。1998 年に『吉林省少数民族教育条例』の中に少数民族
の「二言語教育」の政策が組み込まれるようになったが、本研究のインフォーマントは2000年代前後
から「二言語教育」が最も盛んだった時期に義務教育を受けた年齢層である 11）。4 人のうち 2人は吉
林省延吉市にある民族大学 Y大学に進学し、そのほかの 2人は遼寧省の D大学と湖北省のH大学に
進学した。漢民族との接触経験は 4人とも十分にあると報告された。とくにWさんと Cさんは他省
の大学に入ったため、大学生活は漢民族と接触が中心となる。
以下に、インフォーマントのプロフィールを示す。

表 1　インフォーマントのプロフィールと調査時間

協力者 学年 専門 調査時間
L（男 /22 歳） 延吉市 Y大学 4年 日本語 2時間 4分
P（男 /22 歳） 延吉市 Y大学 3年 地理 1時間 50 分
W（男 /22 歳） 湖北省H大学 4年 情報科学 1時間 56 分
C（女 /20 歳） 遼寧省 D大学 2年 ロシア語 2時間 20 分

では再度本研究の目的についてあげておく。本研究では延辺出身の若年層の内的場面における多言
語使用の実際を、彼らの言語選択の管理を通して明らかにすることを目的とする。言語選択は当事者
の意識化の度合いから「習慣化された言語選択」と「調整としての言語選択」に分けて捉え、それぞ
れに見られる言語選択の機能をまとめることとする。
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3．習慣化された言語選択

インタビューの中で、朝鮮族の若年層は内的場面のコミュニケーションの途中に別の言語を選択し
て話を続けることは、日常的に起こりうることだと報告する。このような言語選択の調整は、単語レ
ベル、句レベル、談話レベルのいずれのレベルでも自然に起こることだという。一方で、場面や相手、
会話の状況によっては朝鮮語だけで話を続けることもあり、意識的に行えば不可能ではないが、朝鮮
語だけで話を続けるためには管理が必要だと報告する。
次節からインフォーマントによって報告された言語選択の事例について分析を進める。分析手順と
しては、まず管理が見られた言語選択の場面ごとに事例を挙げる。そのあと、言語選択の機能を中心
に管理のプロセスを記述する。朝鮮語は「CK」、中国語は「C」、韓国語は「K」と英文字で略して示
す場合がある。また、言語選択の切り替えが行われた際には、「→」記号でその方向性を示しておく。
切り替えが相互に行われる場合もあり、その際には「⇔」記号で示す。会話開始時から朝鮮語の選択
を回避する管理が見られた場合には、「CK×」と示す。

3. 1．社会的機能
社会的機能とは言語選択を通し、アイデンティティなどの社会的帰属を表示する機能である。

1．外的ネットワークにおいては中国語を選択する（CK×→ C）
若年層の場合、外的ネットワークにおいては朝鮮語を選択すると、「中国語ができない朝鮮族」とし
て見なされてしまう。その場限りのやり取りにおいて、特別な理由がないかぎり、朝鮮族のアイデン
ティティを示す必要はないと捉えている。
事例 1〈L〉
［시장가서］조선족일 경우는 이거 좀 싸게 해주쇼 하면 웃으면서 받아준단 말임다 . 어느 상황에서 

어느 상황에 쓰는게 많치 . 한국옷 파는 매장에 가면 한국말로 할때도 있슴다 . 은행가면 한족말 표준

말을 써야하지 . 병원같은 날에는（경우에는） 상황이 많치 . 연변병원에 의사들이 주로 조선족이 많챔

까（많찮아요）. 아 그러까나（그러니까） 연변조선족이니까 또 연변말 하게 된단말임다 .

Lさんは普段外的ネットワークにおいては中国語を選択するのが一般的である。とくに、銀行、役
所、駅、病院、百貨店や、大手ショッピングモール等公的な場では必ず中国語を選択している。朝鮮
語に切り替えることもあるが、それは自分の利益にかかわる状況に直面した場面がほとんどである。
例えば、韓国製の衣類の売り場で値段の交渉をするときは中国語から韓国語に切り替え、「韓国に詳し
い」ことをアピールする。また、病院で診察を受けるときに、医師が朝鮮族だと分かった時点で、中
国語から朝鮮語に切り替え、親近感をアピールする。

2．身内の人との日常会話は朝鮮語を選択する（K×→ CK）
Cさんは家族や親戚など身内の人とは朝鮮語を使うべきで、そのほうが自然で親しみを感じると捉
えている。次は Cさんが叔母の韓国語使用を否定的に捉え、言語管理を行う事例である。
事例 2〈C〉

한국에서 아재（이모） 있었단말임다 . 한국에 10 년 15 년 살았단 말임다 . 중국에 딱 2 번 왔댔슴다 . 

말투가 완전 ［한국말로］ 바뀌가꾸스리（바뀌여서） 듣기 영（아주） 어색해가꾸스리（어색해서）．그 

아재랑 말 할때는 연변말 했슴다 . 근데 내가 억지루 자꾸 연변말 하자꾸스리 의식했댔슴다 .

Cさんは韓国に長年出稼ぎに行っていた叔母が延辺に帰ってきてからも韓国語を使うことに対して
「気まずかった」と否定的に評価している。国外経験がない Cさんは叔母の言語変容を受け入れられ
ず、敏感に反応している。Cさんは韓国語を話す叔母に疎外感を感じたのだろう。叔母の韓国語使用
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に対抗するかのように、あえてコミュニティ言語を使い続けることで朝鮮族のアイデンティティを維
持しようとしている。

3. 2．命題的機能
命題的機能またはメッセージ伝達機能は、言語選択を通し、言語能力の不足を補償したり、効果的
な説明を目的としたコミュニケーション方略、引用などの談話機能を指す。

1．分かりやすく伝えるために中国語を選択する（CK→ C）
Lさんは普段家族との間では朝鮮語を使っている。しかし、大学で起きたことや、とくに専門に関

することが話題になると中国語で説明する。Lさんの両親も職場での出来事を話すときには、よく中
国語に切り替えている。
事例 3〈L〉

우리집에서는 우리 엄마 공작（직업 / 사업） 같은 경우랄가 한족말 더 많이 쓰는 경우가 더 많슴다 . 

한족말을 할때는 좀 더 공작에 대해 말하거나 기술적인거 말하거나 이런 화제에서 한족말이 더 많이 

나감다 .　단위（직장）에서 누기누기（누구누구）를 말할때 자연적으로 한족말로 누기누기라 하는거 

그냥 한족말로 누기누기 오늘 또 무슨 그랬다 그러면서 .

専門の話や仕事の話になると、朝鮮語にない専門用語が飛び交うので、朝鮮語ベースの会話は逆に
滞りやすい。効率よく説明するために話題や、ボキャブラリーの選択に合わせ、中国語に切り替える
ことは日常的に習慣化された言語管理である。このような中国語の選択は場面や相手を問わず、必要
に応じていつでも起こるものである。

2．面白く伝えるために中国語を選択する（CK→ C）
Wさんは日ごろ延辺の仲間と朝鮮語で話しているが、中国の面白いトピックを話題にしたり、流行
りのニュースを取り上げたりする際には中国語を選択することが多いと報告する。
事例 4〈W〉

이거를 조선말로 뚝 하면（말하면） 왠지 되게 안웃길거 같구 . 대부분 학창시절에는 다 웃긴말　같

은거 하기 좋아 하잼까（하지않습니까）. 근데 그런 머 웃긴말 같은 유행어같은거는 우리 그래두 평소

에（평상시에） 어릴때부터 한국티비 많이 본다 해두 그래두 중국안에꺼는 한어로 해야 맛이 제대로 

딱 살아나구 .

若年層は日ごろから中国社会の流行りを追って話題にすることが好きな傾向がある。若年層同士の
交流において、彼ら独自の話し方があって、朝鮮語だと面白さに欠けると捉える場合がある。とくに、
仲間同士で趣味のことを語り合ったり、最新ニュースを扱ったりする時には、中国語が使いやすい。
話題によっては中国語で話すほうがより盛り上がる。若年層の命題的機能として起きる中国語への切
り替えは、単語・句レベルに留まらず、その話題が終わるまで中国語が続くといった談話レベルにお
ける切り替えも多い。

3．朝鮮語の一部規範を避けて中国語を選択する（CN→ C）
これまで度々先行研究で指摘があったように朝鮮語の敬語使用場面は、中国語への切り替えがよく
起きる場面である。敬語のほか、本研究では呼称に関する逸脱の留意も報告された。
事例 5〈W〉

직접 호칭은 아이 했슴다 . 나두 머이（뭐）라고 하는지 몰라가지고 . 한국이니까 阿姨（이모）라고

는 아이 불렀단 말임다 .［한국어의 아줌마는］ 그 단어가 왠지 좀 촌스럽슴다 . 상대방이 기분이 좀 아

이 좋을수 있겠다는 좀 그런 생각이 들어가지고스리（들어서） ［부르지 않았다］.
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Wさんは朝鮮族の目上の人と話すとき、朝鮮語で何と呼べばいいか、呼称の選択に戸惑うことがよ
くあるという。以前韓国に旅行で行ったとき、母の友人に会ったが、適切な呼び方が浮かばず、呼称
詞を避けて交流したと報告する。子供の頃に使っていた朝鮮語の呼称詞を最近は使わなくなったとい
う。中国語の「阿姨（おばさん）」も、韓国人をまねた「아줌마（おばさん）」も、Wさんはいずれも
ぎこちないと捉えており、内的場面における呼称詞は度々留意の対象になるという。

3. 3．語用論的機能
語用論的機能とは、言語選択を通し、発話を強調したり、感謝、助言などのコミュニケーション・
アクト（Hymes 1972）を効果的に行うための機能である。

1．不満、怒り等の感情表現は朝鮮語を選択する（CK）
Pさんは普段の生活の中で相手に対し怒ったり不満をぶつけたりする際には、あえて朝鮮語を選択

する傾向がある。感情表現は方言を使うほうがしっくりくると報告する、
事例 6〈P〉

주문해주세요 했는데 자꾸 저를 씹고 저를 옆에 두고 그런거 . 　［그래서 제가］　 머 먹겠슴까 이렇

게 말한적이 있어요. 차갑게 제일 례절이 없는 말을 썼어요. 저 알바할때 보통 한국말 써요. 고급레스

토랑이랑　커피점같은데서 알바할때는 저 한국말 써요 .

事例 6で Pさんはレストランでの接客用語として、韓国語を選択していると報告する。しかし、た
まに出会う無礼な客に対し、不満を示すときには、意図的に朝鮮語に切り替える。例えば客に対して
「주문해주세요（ご注文お願いします）」と声をかけたにもかかわらず、客が無礼な態度を取って見せ
た場合、Pさんは「머 먹겠슴까（何を食べますか）」と延辺方言に切り替えてぶっきらぼうに接客す
るという。不満を示す際には韓国語は口調が丁寧で柔らかいゆえに、感情表現として効果的ではない
と捉えられている。

2．敬意を示す待遇表現は標準朝鮮語を選択する（CK）
相手に敬意を示す言語行為において、若年層は方言を避け、学校の授業で習った標準朝鮮語を選択
すると、インフォーマントの全員から報告された。
事例 7〈C〉

보통 사람까 말하면　슴다슴다　하는데 선생랑까는（선생님이랑은）  슴다슴다 한　날에는（라고 

말하면） 약간 례모（예절）없는거 같기도 하고 . 중국어보다 사투리가 더 례절이 없슴다 .

Cさんは小さい頃から学校の先生のように敬意を示す必要のある相手には、標準朝鮮語を使うよう
に意識している。日常生活の中で標準朝鮮語を使用する場面は稀で、主には目上の人に対して感謝や
依頼、謝罪などへりくだった言語行為を行う際に限って使われる。敬意を示す特殊な場面において、
中国語の借用語、方言まじりの朝鮮語を使うと不謹慎な話し方になると捉えている。一方で中国語は
相手に固い印象を与え、韓国語はぎこちなさが残り、いずれも不適切に捉えられることが判明する。

4．調整行為としての言語選択

高・村岡（2009）は自己表示機能を「言語選択を通し親密さの表示や人間関係の距離を表示する機
能」としている。本研究で確認された自己表示機能を持つ言語選択は、これまで論じてきた習慣化さ
れた言語選択に比べ、より強い言語管理を伴う「調整行為としての言語選択」として行われていた。
本研究では自己表示機能を、自己開示機能と、自己呈示機能の 2つ分けて捉え、それぞれに見られる
具体的な機能使用をまとめる。自己開示機能とは、これまで置かれた延辺を中心としたコミュニティ・
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ネットワークに限らず、多様な地域の朝鮮族との新たに形成される朝鮮族ネットワークにおいて、若
年層が同じ朝鮮族として相手に対して行う自己開示に見られる言語選択の機能である。一方で、自己
呈示機能とは、若年層が社会参加の際にその場に合った社会人としての振る舞いを意識し、社会的望
ましいイメージや雰囲気を作るために、相手に対して行う自己アピールに見られる言語選択の機能を
指す。二つの機能はともに韓国語の選択を中心に使用されており、且つ談話レベルに拡大した言語選
択として現れる特徴を持つ。

4. 1．自己開示機能
1．一体感を示すために韓国語を選択する（CN→ K）
Pさんはほかのインフォーマントと異なり、調査中に終始「해요体」12）を選択しており、インタ

ビュー中において自ら韓国語を選択していることを明かしていた。P君は調査者が使う慶尚道方言に
近い朝鮮語を意識しており、調査者に合わせて韓国語を選択していたのである。
事例 8〈P〉

1 학년때 연대（Y 대학） 1 학년때 梅河 吉林에서 온 애들이 한국말 좀 하잖아요 . 저도 한국말 하게 

돼요 . 근데 2 학년 좀 친해졌잖아요 . 그럼 조선말 해요 . 조선말 하다 한국말 할때도 있어요 . 한국말이 

더 편해요 .

地域別に多少異なる朝鮮語の方言は、内的場面においてよく留意される部分である。P君は大学で
知り合ったほかの地域から来た朝鮮族との会話で韓国語を選択することがよくある。延辺地域の朝鮮
族は自分たちが使う咸鏡北道方言を基盤とする朝鮮語を特別な変種と捉える傾向がある。延辺の朝鮮
語は韓国のどの地域の方言とも異なり、韓国語の範疇から外れると捉えている。若年層は次第に多様
な地域の朝鮮族との出会いが増えていくなか、方言が異なる朝鮮族同士の会話においては、韓国語が
楽な場合があると捉えている。韓国語選択により、相互の方言差や地域差を意識せずに済むからであ
る。とりわけ異質性に敏感に反応しがちな若年層だからこそ、同じ朝鮮族としての一体感を示す自己
開示が必要となり、この場合韓国語は共通語としての一役を担っている。

2．言語的配慮を示すために韓国語を選択する（CN×→ K）
国外移動を伴い、互いに異なる言語環境に置かれる朝鮮族同士の間でも、韓国語が共通語として一
役を担うことがみられた。Wさんは小学校の時に別れた同級生に再会したとき、意識的に朝鮮語の使
用を避け、韓国語を選択したと報告する。
事例 9〈W〉

연변에서 같이 소학교때 있었던 친군데 가（걔） 그러니까 한국에 한국은 아이고 미국에 싸이판에 

있었다가 후에 지금 한국에 있단말임다 . 근데 그때 한국에 가서 가까（걔랑） 만났을때는 연변말 아이 

했슴다 . 다 한국말 했슴다 .

Wさんは海外在住中の幼馴染にとって朝鮮語は「過去の言語」となっており、あえて朝鮮語を選択
することは相手に対し配慮に欠けた行為だと捉えている。二人の今現在の共通語は韓国語である。延
辺の若年層は小さい頃から韓国語に接し、習得も進んでいる。彼らは相手に合わせ、朝鮮語と韓国語
を使い分けようとする意識が高い。共通語の韓国語を選択することは、海外移住者に対する言語的配
慮であるとともに、異なる言語環境に置かれる自分と相手との距離を縮めるWさんの自己開示ストラ
テジーでもある。
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4. 2．自己呈示機能

1．公式感を演出するために韓国語を選択する（CK×→ K）
Lさんは講演や司会を務めるときには、いつも韓国語を選択している。朝鮮語はくだけた日常会話で

は良いが、公式感を演出する必要がある場面では、丁重な印象に欠け、不適切な言葉だと捉えている。
事例 10〈L〉

우리 같은 경우에는 우리 연변말을 하다 보니까 저도 일단 무대 올라서 하니까 그냥 대충 그냥 연변

말로 하거나 혹시 머 생각했는데…그냥 아닙데다 . 그냥 제일 처음에 가서 이렇게 아나운서 가서 이렇

게 가르칠때 고중때 그냥 무조건 한국말투 . 연변말보면 亲和力（친화력）는 있는데 근데 구체적으로 

어떤 큰 장소에서나 할때는 失去那种庄严感（엄숙감을 잃는다）. 이런 느낌이 좀 진지한 부분이 있어

야 하는데 어떤 부분이 초라해보일수도 있구 . 그케 생각함다 .

インタビューの中で Lさんはフォーマルな場における朝鮮語使用は「초라하다（みすぼらしい）」
「失去那种庄严感（厳粛さに欠ける）」などの評価語を使い、否定的な評価をする場面があった。フォー
マルな場で朝鮮語を使うと「期待する発話効果」が出ないと見なしている。Lさんが人前で話をする
とき、朝鮮語の使用を控えるようになったのは高校生の時からだという。当時テレビ局やラジオ番組
のアナウンサーが使う朝鮮語も「韓国語っぽく」変わっており、周囲はこのような言葉の変化を自然
に受け止めるばかりか、実際使用も変化が現れたと報告する。

2．知的さを演出するために韓国語を選択する（CK→ K）
Pさんは延辺出身の友人間の会話の中にも、韓国語を意識し、これまで使っていた方言の朝鮮語を

管理するようになったという。友人間の会話もできれば丁寧で、柔らか口調にしたいという意識が観
察される。
事例 11〈P〉

조선말은 사투리잖아요 . 좀 먼가 추한 느낌이 있어가지고 둘이 조선말 하면 사투리도 많고 해서 란

잡한 느낌이 있어요 . 연변친구랑하고도 조선말을 90 프로 하고 드문드문 10 프로 한국말해요 . 인사 , 

뭐 안녕 이런거 잘 가 뭐 그 정도 . 조선말에는 안녕 같은게 없는거 같아요 . 그냥 잘 가라 . 선생님（調

査者） 듣기에　잘 가라 라는 단어 어때요 ?

Pさんは以前は挨拶言葉の使用を特に意識しなかった。最近は「안녕（やあ）」と言って挨拶をする
ようになった。別れの際にも以前だと「잘 가라（気を付けて帰んな）」と言っていたが、最近は語尾
を少し調整し「잘 가（気を付けて帰れよ）」と言うようになった 13）。韓国テレビをみるうち、普段の
生活の中で言葉を選んで使うようになったという。박경래（2002a）は延辺朝鮮族が持つ言語態度につ
いて指摘し、延辺地域語は「親しさを感じる男性的な言語」で、韓国語は「柔らかさを感じる女性的
な言語」と捉えているとしている。韓国語を意識し、韓国語の混用が増える現象を通して、若年層の
日常会話における言語的需要を観察することができる。韓国語の選択は、若年層が「知的で」、「丁寧
で」、「洗練された」コミュニケーションを志向する、所謂自己呈示ストラテジーとしての一役を担う
ものとみられる。

3．客層に合わせて業務用語を選択する（CN⇔ K）
Pさんはアルバイト先を掛け持ちしていて、レストランで働くときと、夜間のバーで働くときの業

務用語を使い分けている。
事例 12〈P〉

주문해드리겠습니다 맛있게 드세요 보통 레스토랑에서 알바할때 조선말로　물어봐요 . 저한테 . 이 

채안에 이게 머임까（뭐예요） 이렇게 . 그럼 제가 한국말로 알려드려요．근데 술집에서는 틀려요 . 술
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집은 뭔가 고급적인게 아니고 그냥 술집인거 있잖아요 . 그냥 술집은 먼가 많이 野한（야만스러운 / 난

폭한） 느낌이 들어요 . 그냥 조선말 해요 . 한국말 않써요 .

Pさんは高級感が漂う上品な雰囲気のレストランでは韓国語を使って接客し、酒飲みに来る客層が
中心の騒がしい居酒屋では、普段使う延辺の朝鮮語をそのまま使って接客している。レストランで朝
鮮語を使って接客すると、丁寧感に欠け、サービスの質が下がる。一方で、夜間の飲み屋で酔っ払い
の客に対し韓国語を使うと、甘く見られ、対応がしづらくなる。このように若年層は、外的ネットワー
クにおいて朝鮮語と韓国語を意識的に使い分ける傾向がある。接客サービスのような場面になると、
その言語管理はいっそう顕著に表れる。言語選択は若年層が社会活動に参加するにあたっての対人関
係の調整ストラテジーとして、自己呈示において必要不可欠な管理である。

5．若年層の言語選択の管理

以上中国に住む延辺朝鮮族の若年層を対象に、内的場面における言語選択について、その機能の使
用と、言語選択が行われる管理プロセスを中心に、具体的な事例を取り上げて分析を行った。ここか
らは分析を通して見えてきた若年層ならでは多言語使用の実態に以下 2つの観点から考察を行う。

5. 1．言語的序列意識と言語選択の管理
延辺の朝鮮族の若年層はコミュニティの中で、とくに親族や幼馴染など近しい関係同士では朝鮮語
を使用し、アイデンティティを維持しようとする意識が依然として強いことがうかがえる。しかしそ
の一方で、朝鮮語の使用は次第に限定的なものになりつつあることも明らである。とくに、外的ネッ
トワークやフォーマルな場においてその傾向はより強く現れている。
朝鮮族の若年層は自らの中国語能力に対する自己評価が高く、外的ネットワークにおける言語選択
は特別な理由がない限り、中国語にすべきだという規範意識を持っている。若年層にとって中国語能
力は外的ネットワークにおける言語能力の誇示につながることもあり、中国社会への適応性の反映で
もあるように思われる。このことから外的ネットワークにおける中国語選択は、強い社会的機能を持
つと見なされるべきであろう。若年層の朝鮮族が持つアイデンティティの中には「中国語が堪能な朝
鮮族」が含まれていることは言うまでもない事実である。
中国社会の文脈に埋め込まれた固有名詞等が話題に含まれる場合には、朝鮮語の使用は逸脱の対象
となることが多い。さらに、朝鮮語の敬語や呼称詞など対人関係にかかわる朝鮮語の言語規範に対し、
若年層は否定的に評価する傾向がある。彼らは中国社会への融合が進むにつれ、積極的に中国語の規
範を普段の生活の中にまで適用しようとする動きがみられる。その証拠として、中国語選択は多様な
機能を持って行われ、且つ単語・句レベル・談話レベルいずれにおいても自然に起こりうる特徴を持
つ。このような「習慣化された言語選択」として起こる中国語選択は、言い換えれば「弱い言語管理」
の中で行われることを意味している。しかし、このような「弱い言語管理」は韓国語の選択において
はほとんど見られないといった興味深い現象が見られた。
感情が加わるコミュニケーション・アクトが起こる場面においては、語用論的機能を果たすために、
意図的に朝鮮語を選択することが多い。不満や怒りを表す攻撃的な感情表現と、尊敬やねぎらいを表
す待遇表現という相反する言語行為において、朝鮮語の使用が肯定的に評価される。若年層の基底言
語として長らく根付いていた母語感覚への依存も確認することができた。

5. 2．自己表示の需要と言語選択の管理
これまで、多言語話者はコミュニティ言語で相手との距離を縮め、公用語で相手と距離を置くといっ
た自己表示機能を持つ言語の切り替えを行うことが指摘されてきた（Gumperz1982、高・村岡 2009）。
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しかし、本研究では朝鮮語に関しても中国語に関してもそれに該当する使用は報告されなかった。む
しろ、自己表示機能として朝鮮語から韓国語に切り替えるといった、先行研究と異なった現象が見ら
れる。この場合の韓国語選択は非常に「強い言語管理」を伴うものあり、「調整としての言語選択」と
して談話レベルに拡大された形で行われる。
様々な出身地や異なる言語環境を持つ朝鮮族との接触が増えるなか、若年層は内的場面において、
これまでの延辺のコミュニティを中心として形成されたアイデンティティから、国内外の朝鮮族に共
通するアイデンティティを志向するように変わってきているものと思われる。次第に多様な朝鮮族と
の内的場面において「共通語」の役割を担う言語変種が必要とされるようになっていくと見られる。
韓国語はどんな相手とも通じる「共通語」として、多様な要因から生まれる異質性を緩和し、同民族
として一体感を持って接することを便利にさせる働きがあるものと思われる。
若年層は社会的ネットワークが日々広がる時期にいる。彼らは普段から社会的評価を意識し、コミュ
ニケーションにおいて演出したい自己像があると思われる。フォーマルな場や社会参加に向けた活動
において、彼らは常にその場を見極め、朝鮮語と韓国語を使い分けていることが観察された。対人関
係の調整を図ったり、場に相応しい自分を演出したりすることにおける韓国語の選択は、若年層なら
ではの自己呈示の機能を持つものと思われる。このように本研究の若年層の韓国語使用は、全（2007）
による「延辺方言話者は周りの朝鮮族の視線を気にし、韓国語の使用を控える傾向がある」といった
指摘とは、大きく違った一面を見せていた。

5. 3．考察とまとめ
2000 年代初期までは延辺の朝鮮族の内的場面における言語は、朝鮮語が圧倒的に優位な地位にあっ
た。中国語に比べ朝鮮語のほうをより肯定的に評価し、朝鮮語能力に対する期待値も高かった。韓国
語に対しては「柔らかくて丁寧な言葉」として好意的態度を見せてはいたものの、韓国語の影響力は
朝鮮語に対する評価を下げるほどのものではなかったとされる（박경래 2002a、b）。
しかし、90年代以降に生まれた若年層の意識には大きな変化が起きていることが分かる。若年層は
内的場面において、朝鮮語の使用を逸脱として留意することが頻繁に存在する。彼らは中国の急成長
とともに育った世代であり、少数民族の中国語能力への評価体制が確立される等、民族教育における
教育改革が推進される時期 14）を経ている。若年層は普段一番使い慣れている言語としては母語の朝鮮
語を挙げ、一方で様々な場面や状況において「一番使いやすい言語」として中国語を挙げていた。こ
のような認識は、必然的に内的場面における中国語選択を許容する態度を生み出すであろう。また、
若年層は年少のごろから韓国語・韓国文化と直に接触してきており、韓国語の習得も進んでいる。朝
鮮語の使用場面において、韓国語の選択が優先される場面が増えてきており、フォーマルな場であれ
ばあるほど、いっそうその傾向が増すことが考えられる。かつて「親しみのあるコミュニティ言語」
とされてきた朝鮮語は、若年層にとってはもはや「汎用性に欠けた言語」となっており、この「欠け
た部分」を補う役割を韓国語が担っていると言ってもよいだろう。今や若年層の朝鮮語の地位は中国
語によって取って代わられるばかりか、朝鮮語の多くも韓国語によって吸収されていく、といった二
重の言語転換が並行して進むことが予想される。

6．おわりに
中国社会、韓国社会の両方と密接なつながりを持つ中国の朝鮮族は、多言語使用力という言語的資
源を持っている。本研究では中国朝鮮族の多言語使用の実態を明らかにするために、海外滞在経験を
持たない言語背景を持つ延辺朝鮮族の若年層を対象に、インタビュー調査を通し、彼らの内的場面に
おける朝鮮語、中国語、韓国語の使用について分析した。分析の結果、内的場面において朝鮮族の若
年層は主に「習慣化された言語選択」と「調整としての言語選択」の二通りに分けて捉えることがで
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きることを指摘した。前者に関しては機能的な言語選択が多く、朝鮮族の若年層が持つ言語序列意識
が言語選択の要因となる。機能的な言語選択においては、公用語の中国語が選択される傾向が強いこ
とが判明する。一方で、後者は、特定場面における明確な言語管理を伴うものが多い。特に、若年層
は自己開示と自己呈示において朝鮮語の使用を逸脱として留意する傾向がある。韓国語は若年層の内
的場面において「共通語」としての一役を担い、若年層の間で好まれて使用されることが判明した。
本稿は実際の会話データを分析したのではなく、またインフォーマントの数も限られ、延辺朝鮮族
の若年層の内的場面の多言語使用を結論づけることは難しい。しかしながら、これまでになかった言
語管理理論に基づいた分析を通し、中国育ちの少数民族の若者の言語管理について新たな知見を広め
た点では十分意義がある。本稿の続きとして今回取り上げなかった接触場面の分析を加え、場面間の
比較を行うことで、若年層の朝鮮族の多言語使用の研究を深めたい。

注
1） 2020 年時点で中国の朝鮮族は約 170 万を超え、中国人口の 0.12％を占めている。省（市）別の人
口分布をみると、吉林省に全体の約 55％が居住するなか、同省延辺朝鮮族自治州にその 8割近い
74.2万人が集住しており、このほか黒竜江省が約16％、遼寧省が約14％と、東北三省を合せて約
85％の人口が住んでいる。そのほか、改革開放のあとの人口移動によって、山東省、北京市、広
東省、上海市を含む 9つの省（市）を中心に約 14％を占める朝鮮族が住んでいる。参照：https://
mp.weixin.qq.com/s/K76CO-CUJJCz4CCS_B_Awg、http://yanbian.gov.cn/zq/ybgk/

2） 本研究における朝鮮語と韓国語の分類はインタビューを通したインフォーマントの報告に基づく
もので、実際の自然会話データを基に分類したものでないことを断っておく。即ち、若年層が実
際の生活のなかで意識的に朝鮮語と区別して使い分けている「韓国語」である。こういった「韓
国語」は彼らが日ごろ韓国テレビやインターネット等を通して習得した「韓国語」であり、必ず
しも規範的な韓国語とは限らない点も補足しておく。

3） 内的場面は一般的には母語場面とも呼ばれる。Neustupný（1985）は異文化間コミュニケーション
場面の最も根本的な区別は、文化間と文化内であるとしている。文化内の場面は、同じ言語、文
化を共有する母語話者同士のコミュニケーション場面をさし、「内的場面」と呼んでいる。一方
で、異なる言語文化を背景とする人々が接触する場面を「接触場面」と呼んでいる。本研究では
朝鮮族が日ごろ参加する場面に朝鮮族同士の文化内の場面のほか、漢族との文化間の場面も存在
することに注目し、「接触場面」と対応する「内的場面」という用語を使用する。

4） 오성애（2016：3）では独自な用語として「朝鮮語（조선어 / 조선말）の脱色（탈색）」と「中国
語及び韓国語の彩色（채색）」現象を挙げており、後者の彩色のほうがより意図的で機能的な使用
であるとしている。

5） Gumperz（1982）ではコード・スイッチングを「二つの異なる文法システムあるいはサブシステ
ムに属する会話の一節を、ことばの一連のやり取りの中で並置すること」と定義している。

6） 石田（2016）では、事前に設定がない状態で複数の言語を使用する多言語話者がインターアクショ
ンを行う場合、談話の開始に当たってどの言語を使用するかという問題が生じ、その時点で言語
管理がなされるという。

7） 規範からの逸脱がすべてコミュニケーション参加者によって留意されるわけではなく、留意され
ない場合もあり、且つ留意は必ずしも意識を伴うものではないとされる（ネウストプニー 1997）。

8） インタビューでは対漢民族と、対韓国人の接触場面に関する質問も行われたが、本稿では内的場
面のみ取り扱うこととし、接触場面における言語管理の分析については稿を別に設ける。

9）全（2004）は「朝鮮語規範集（1996）」を参考に行っている。
10） 中国の朝鮮族の民族教育における朝鮮語は北朝鮮の文化語の文法と語彙を基盤としている。若年
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層は日常的にコミュニティ内で使う朝鮮語を「조선말 / 연변말 / 연변사투리」と呼び、民族教育
の授業で学ぶ朝鮮語を「표준말 / 표준어 / 연변표준말」と呼んでいた。また、テレビなどメディ
アを通して習得した「한국말（韓国語）」は、朝鮮語と明確に区別して使い分けていた。中国語
（漢語）に関しては「普通话（普通話 /北京語）」を意識して使用し、「한어 / 중국말 / 중국어」と
多様な呼び方をしていた。

11） 高木（2019）によると、朝鮮族学校は依然として民族教育機関としての一側面を維持しながらも、
中国の教育制度や大学入試制度、近年の中国社会の変化などの影響を多分に受けたカリキュラム
編成を行っているとされる。

12） 延辺の朝鮮語には「해요体」が使われず、「습니다 / 슴다体」で文末が終わる。そのため、「해요

体」は延辺の朝鮮族からして典型的な韓国語と認識されることが多い。
13） 日本語の訳文は筆者がインフォーマントの表現意図に沿って訳した。
14） 中国で 2001 年から少数民族の漢語能力検定（汉语水平考试（MHK））を本格的に導入し、漢語

能力に対する科学的評価基準を設け、少数民族の漢語教育改革を全面的に推進した（马猛 2020）。
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Multilingualism and Language Managements in  
the young Korean-Chinese Community: 

Focus on Language choice in Internal Situations

CUI Yingcai
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Abstract
To investigate the utilization of multilingualism within the young Korean-Chinese community, we 

examined the use of Yanbian-Korean （a variant of Korean mostly used in the Yanbian region）, Chinese, 
and Korean in their internal situations. Our findings revealed that the young Korean-Chinese primarily 
engaged in two forms of language selection: 1） habitualized language choice and 2） adjusted language 
choice. In the former, there was a prevalence of using functional language, influenced primarily by the 
language hierarchy attitudes of the young Korean-Chinese community. In terms of functional language 
selection, there was a strong inclination to use the official language, Chinese. On the other hand, the 
latter is often accompanied by clear language management in specific situations Notably, the young 
Korean-Chinese tended to avoid using Yanbian-Korean in self-disclosure and self-presentation. Korean, 
serving as a ‘common language’ in internal situations, has been confirmed as the favored language for the 
young Korean-Chinese community.
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